


ヒダコレ家具、始動。

ご相談から
家具づくりまで

お問合せ

メール・お電話・ライ
ン公式よりお問合せく
ださい。

設計

ご要望をもとに図面や
資料でご提案をさせて
いただきます。

お見積り

サイズや仕様の確認、
樹種の選定などの後に、
お見積り金額を出させ
ていただきます。

ご注文

お見積り金額にご納得
いただけましたら、正
式なご注文となります。

製作

ご決済後に製作準備に
入ります。製作期間は
約 1 ヶ月半～ 2 ヶ月を
予定しております。

納品・設置

小家具以外は、基本的
にスタッフがお届け・
設置をします。

アフターフォローは
ずっと続きます
ご相談はお気軽にどうぞ
Mail/info@hidacolle.com
電話 /0120-690-315

お届け後のメンテナン
スなど、無料対応して
いますので、安心して
お使いいただけます。

アフター
フォロー「十人十色の家具」お部屋の中のお悩みや必要な家具は人それぞれです。お客さまの細かなご要望にこたえら

れるようまずはお客さまの声に耳を傾けて、お客さまと一緒に家具づくりをしています。
ヒダコレとお客さまが一緒に考えて作った家具の納品事例をご紹介します。

HIDA・COLLECTION 暮らしの制作所から
『ヒダコレ家具』に。

2023 年新春、『ヒダコレ家具』に生まれ変わりました。
これからも皆さまの暮らしに寄り添えるように、私たちの
本業である「家具づくり」により一層邁進したいと考えて
います。そして、ものづくりを起点に、小さな共感を大切
にして社会とつながり、自然とつながり、皆さんと一緒に

「考えること」の輪をつくっていきたいと思っています。

　SDGｓの中に「つくる責任 つかう責任」という
目標があります。私たちは、単なる資材としての
木材から家具を作るのではなく、木材はもともと
丸太であって、森で木として生きていたことを考
えながら家具づくりをすることで、自然・社会・
地域に少しでも「つくる責任」を果たせるように
努めたいと考えています。

　飛騨には豊かな自然があり、日本一広い森林面
積を有するところでもあります。しかし豊富な広
葉樹も現状、ほとんどがチップとして消費されて
しまっています。その理由が「均一化された樹種」、

「均一化されたサイズ」、「均一化された数量」が揃
わないということ。そのチップに消費されてしま

丸太から家具を考える
プロジェクト

う多種多様な広葉樹を、少量ずつしか出てこな
い希少な丸太を、一本でも救っていくための取
り組みが『丸太プロジェクト』なのです。
　ヒダコレでは、多種多様な広葉樹の一本の丸
太から、ダイニングテーブルをはじめ、インテ
リア小物などの小さな家具もカスタムオーダー
できる家具づくりをはじめました。お客さまと
一緒に考えながらつくる家具は、それぞれの暮
らしに合わせて一つ一つお作りしています。こ
れは少量しか出てこない丸太を少しずつ使って
いくことができるので、飛騨の小径木の丸太を
救う一つの方法にもなるのです。
　「丸太」というものをベースにして、森を生か
し、「森」と「暮らし」をつなげていく丸太プロ
ジェクトに、お客さまと一緒に取り組んでいき
たいと思っています。

Renewal Open

日本人が独自の風土の中で育んだ木の文化。
それは森の文化とも言えます。お客さまに直
接「森」に触れていただくため、ヒダコレ家
具ショップの入口は「丸太」からはじまりま
す。エントランスでは、丸太に触れることで
森を感じられるように、そしてその丸太から
直接オーダー家具を作れるように考えました。
1 階は、一枚板の家具を中心に、飛騨で創作
活動をする作家さんの作品を集めた手仕事の
コーナーがあります。また、ライブラリーで
ゆっくり休んでいただくこともできます。
2 階は、メーカー既製品家具では見つからな
い、お客さまのご希望や暮らし方に合ったカ
スタムオーダー家具をお作りするフロアーに
なっています。

ヒダコレ家具ショップを、
森と暮らしがつながる場所にしたい！

お客さまとヒダコレが一緒に、
1 年がかりのプロジェクト
お客さまとヒダコレとの出会いは、新築マンションご入居の予定より 1 年前。たまたまご旅行で飛騨を訪れ、た
またま入ったヒダコレで水目桜の一枚板テーブルを気に入られご購入いただきました。一枚板テーブルの場合は、
通常納品まで何もないことが多いのですが、これがご縁でオーダー家具製作の第一歩が始まりました。ワークデ
スクから始まって TV ボード・本棚・ベッドと、メールのやり取りのみでお客さまのご要望を伺い、お客さまと一
緒に考えながら製作が進んでいきます。一番のこだわりは畳ベッド。ベッドを「寝る」ためだけの家具として使
うのではなく、畳の上で寛ぐような感覚の、小上がりスペースとしても使えるようにしました。そしてベッド下
は布団収納ができるようになっています。また、その後のお引越しの可能性も考えて、すべての家具がバラして
移動することができるのもポイントです。

example.011

かなり大きなサイズなので、高山→岡山にスタッフが運んで現場で組み立て
をしたキッチン収納です。「ガラスはアンティークガラスにしたい」「ゴミ箱
スペースが欲しい」「高さは天井ギリギリにしたい」など、お客さまのご要望
を伺いながらスタッフがイメージ図を手描きすることから始まり、製作に進
んでいきました。横幅や高さをお部屋のスペースに合せることによって、造
り付け家具のような置き家具か完成しました。

お客さまの「想い」がつまった
大きなキッチン収納

4 531 2

写真 1/ 部分的にフラップ扉がついたブックシェルフは杉材。   写真 2・3 / 栃の一枚板 TV ボードは、全面の格子部分をあえて色目の違
う樺材をランダムに並べました。   写真 4 / 畳ベッドのヘッド部分は栃一枚板。   写真 5/ 栃一枚板と杉材を組合わせたワークデスク。

写真 1 / 現場で不具合が
ないよう、組み立てのシ
ミュレーション中。
写真 2 / 楢材のキッチン
ボード。横に並ぶ引き出
しや扉は木目が繋がるよ
うに作ってあります。

example.012

1 2

お客さまと一緒に取り組む 3 つの『作る』

1. ご縁・ご相談の場をつくる 2. 家具を考える時間をつくる

3. 既製品では見つからない
家具をつくる
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